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 (論文審査の要旨)  
 学士(工学)，修士(工学) 藤沢貴典君提出の学位請求論文は｢画像再構成問題に関する研究 −超解
像とぶれ除去−｣と題し５章から構成されている． 
被写体から撮像機器内のアナログ・ディジタル処理を経て画像信号を取得する過程において様々
な劣化が生じる．画像の劣化過程はその要因によって異なったモデルで表現することができるが，
そのモデルと異なる画像再構成手法を適用すると，劣化を除去できないのみでなく，本来の画像情
報を大きく損なう．そのため，画像の劣化過程に応じて適切な画像再構成手法を適用する必要があ
る．本研究では画像の再構成技術のうち，ぼけを含む画像の高解像度化技術である超解像と，撮像
機器の焦点ぼけや撮像の際のモーションぶれを除去する画像のぶれ除去技術に着目し，処理の高速
化や精度向上を図ったアルゴリズムを提案する． 
第１章では，研究背景として，画像に混入する様々な画像劣化の原因について言及して本研究の
目的を示している． 
第２章では，画像の劣化過程の一般的なモデルを提示して，従来の画像再構成手法を統一化して
いる．  
第３章では，画像の高解像度化技術である超解像技術を取り扱っている．従来の辞書ベース超解
像手法は低解像度・高解像度の辞書ペアを予め用意しておく必要があり，パッチサイズ，辞書サイ
ズ，拡大率等のパラメータに柔軟に対応できないという問題があった．本研究では，入力低解像度
画像から低解像度・高解像度の辞書ペアを動的に生成し，従来法の問題であった，辞書を用意して
おくことの欠点を解消している．また L1再構成問題を L2再構成問題に緩和することで超解像の性
能を損なうことなく，処理時間を大幅に削減できることを示している． 
第４章では，画像の劣化過程のうち，撮像機器の動きや，焦点ぼけによって生じるぶれ特性に着
目し，ぶれを含む画像からぶれのない画像を推定するぶれ除去手法を取り扱っている．本研究では
ぶれ画像のみから，ぶれカーネルを推定するカーネル推定問題と，推定したカーネルから画像を補
正する逆畳み込み問題の両方を実行するブラインド逆畳み込み問題を取り扱っている．カーネル推
定問題では画像に特徴抽出フィルタを導入することで，その精度向上を図っている．逆畳み込み問
題では，差分逆畳み込みを周波数領域で実現する方法を考案し，実行速度を大きく短縮している． 
 第５章では，結論として各章で得られた内容をまとめ，本研究の成果を要約している． 
  以上要するに，本研究は超解像とぶれ除去に関する画像再構成法を提案したものであり，従来法
に比べ高速かつ高品質な画像の超解像及びぶれ除去を実現しており，画像工学分野において工学
上，工業上寄与するところが少なくない． 
よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員および総合デザイ
ン工学特別研究第２（電気電子工学専修）科目担当者で試問を行い，当該学術
に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
